
みなさんこんにちは！「のぐち訪問鍼灸院」院長の、野口心平です。 

皆様はお正月はどう過ごされましたか？僕はおせち料理と大好きなお雑煮を食べ、 

家族と初詣に行っておみくじを引き、大好きなお笑い番組を見て過ごしました。 

しっかりと休むことができ、気持ち新たに 2018 年も皆様のお役に立てるよう精一杯がんばります！ 

本年もどうぞ宜しくお願い致します<(_ _)> 

 

さて、第二回目の鍼平ニュースは前回同様、ご自宅や職場で押せるツボ押しが 

ご好評頂きましたため、今回もツボ押しシリーズでいきたいと思います。 

 

年末年始は忘年会や新年会、お正月休みなどでたくさん食べたり飲んだりする機会が多く 

どうしても内臓に負担がかかり時期です。 

そこで今回は！胃腸や肝臓に効果的なツボをご紹介します。 

 

■太衝(たいしょう) 

【場所】足の甲側、親指と第 2 指の骨が接する付け根のあたり。 

親指と第 2 指の間を指先から足首に向かってたどっていくと 

二つの指の骨がＶ字に交わる赤マークの箇所 

【効果】二日酔い、翌日の頭痛や吐き気などにも効果的で直接肝臓に 

働きかけるツボです。お酒を飲む前に押すと次の日にお酒が 

残りにくくなる効果も期待できます。 

 

 

 

■湧泉(ゆうせん) 

【場所】足の裏側、第 2 指の骨をかかと側にたどっていくと、少しくぼ 

んだところがあります。ちょうど赤マークのあたりになります。 

【効果】食欲不振。足の疲労回復、リラックス作用もあり不眠にも 

効果的と言われています。 

 

 

押し方は指の腹で 3～5 秒程度、「痛気持ち良いくらいの刺激」を 

数回入れてみると効果的と言われています！ 

ぜひ、ご自宅や職場などで試してみてください！ 



少し前の記事になりますが日本経済新聞で鍼灸の内容が取り上げられました。 

一部抜粋してですが目を通して頂ければ嬉しいです！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この記事のように鍼灸が少しづつ認知されてきていることを、すごく嬉しく思います(^^) 

鍼灸はもともとご自身が持っている体の免疫力の向上や自律神経を整え、痛みや不調の改善が期待できます。

副作用の心配がなく、おひとりお一人の状態に合わせて治療していく為、安心して受けて頂けると思います。 

 

以上第 2 回、鍼平(しんぺい)にゅーすでした<(_ _)> 

第 3 回こそは、垂水のおススメスポットをご紹介させて頂く予定です。 

お読み頂きありがとうございました！ 
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・
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Ｗ
Ｈ
Ｏ
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ら
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。
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東
京
都
内
で
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す
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受
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。
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膚
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は
り
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ま

に
し
て
振
動
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せ
た
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も
す
る
。
非
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に
細
い
は
り
で
あ
る
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、
痛
み
を
感
じ
る
こ
と
も
ほ
ぼ
な
い
。
き
ゅ
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は
乾
燥
さ
せ
た
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モ

ギ
の
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ら
つ
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も
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に
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激
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の
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東
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ラ
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ネ
ル
ギ
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激
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こ
と
で
循
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く
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て
体
が
強
く
な
る
と
の
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理
だ
。
こ
の

た
め
は
り
治
療
は
体
の
全
体
に
作
用
す
る
。 

鍼
灸
院
「
杏
林
堂
」（
東
京
・
新
宿
）
の
小
川
卓
良
院
長
は

「
健
康
維
持
・
増
進
を
目
的
に
通
う
よ
う
に
な
る
人
も
珍
し
く

な
い
」
と
話
す
。
日
本
鍼
灸
師
会
の
仲
野
弥
和
会
長
も
「
病
院

で
検
査
を
し
て
も
数
値
に
異
常
は
な
い
の
に
体
調
が
優
れ
な
い

人
は
、
ぜ
ひ
は
り
・
き
ゅ
う
の
治
療
を
受
け
て
み
て
ほ
し
い
」

と
勧
め
る
。
自
律
神
経
を
整
え
る
と
い
っ
た
面
で
科
学
的
な
効

果
の
解
明
も
進
み
つ
つ
あ
る
。
東
京
都
健
康
長
寿
医
療
セ
ン
タ

ー
の
堀
田
晴
美
・
自
律
神
経
機
能
研
究
室
研
究
部
長
は
「
筋
肉

に
刺
激
を
与
え
る
と
心
拍
数
や
血
圧
が
高
す
ぎ
る
と
き
は
下

げ
、
低
す
ぎ
る
と
き
に
は
上
げ
る
効
果
が
動
物
実
験
で
確
か
め

ら
れ
て
い
る
」
と
説
明
す
る
。
人
を
対
象
に
し
た
臨
床
試
験
も

徐
々
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
頻
尿
症
の
改
善
効
果
な
ど

も
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。 

 


